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 第２学期終業の節目を迎えました。学校行事での活躍を通して、本校生徒集団の何かを成し遂げようとする強い気持ちと

パワーを十分に感じることのできた学期でした。完全無欠のスーパー中学生などいません。個々には引き続き克服すべき課

題はあるので、課題に背を向けずに「♬一日一歩、三日で三歩、三歩進んで二歩下がる♬」くらいの気持ちで少しずつ解決し

ていきましょう。中学生が個を伸ばすのには、個人の思いや鍛錬も大事ですが、やはり集団の仲間の力は大きいです。「○

○さんがいたからできた、□□さんがいたからあきらめずに続けられた」と思う場面は2学期にもあったはずです。そんな

仲間を大事にし、感謝の気持ちを表して新年を迎えてほしいと願っています。そして、新しい年を希望の年とし、伸びる喜

びを共有できる生徒集団を築き上げるよう、学校、保護者、地域でサポートしていきたいものです。保護者、地域の皆さま

には、令和4年も何かとご協力をいただきありがとうございました。 

学年 二学期を振り返り、学年職員からみた集団の強み 学年職員から３学期への課題、期待 

１年生 ・掃除にしっかり取り組むことができる。 

・他クラスの掃除担当がいない時、率先してその

場所を掃除できる。 

・給食の配膳から片付けまでスムーズに行うこと

ができる。 

・学年集会等で話を聞く態度がとても良い。 

・ルールを守れないものが少数いた。 

・仲間へ嫌なことを言ったり、やったりする者

がいる。 

・校舎内で走る生徒がいる。(落ち着いた生活を

送らせたい) 

 

２年生 ・「パワー」：体育祭、音楽会ともにリーダーが

しっかり指示を出せる。そこにみんなで協力でき

る。自分たちでダンスや合唱を作り上げていく姿

にはパワーを感じました。 

・「スイッチ」：日常生活におけるスイッチ。2

分前着席、授業、給食準備、掃除…。リーダー

がしっかり指示を出す。そこにみんなで協力す

る。そんなスイッチを自分たちで押せれば、日

常生活はもっと充実します。期待しています。 

３年生 ・今学期は様々な行事があり、この学年の長所で

あるパワーが十分に発揮され、みんなで楽しむこ

とができました。そして、自分の進路について真

剣に考えることができました。 

 

・生活面では1学期の緊張感は薄れ、あいさつ

やメリハリ等、当たり前のことができなくなっ

ている面がありました。3学期は、中学校生活ま

とめの学期です。周りへの気遣いも忘れずに生

活していきましょう。また、受験に向けてみん

なで乗り越え、感動の卒業式を迎えましょう。 

なないろ ・コロナ禍の中でも徐々に交流級との関わりが増

えた。交流級からの働きかけも活発になり、なな

いろの生徒もそれに応えようと頑張っていた。 

・学習発表会に剣道演武を行い、中学生らしい礼

儀正しさを示すことができた。 

・卒業に向け、自らの努力で進路を切り開いて

ほしい。 

・進級に向け、言葉遣いやあいさつをより先輩

らしく適切にできるようになってほしい。 
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